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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月16日(2014.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データから特徴量を取得し、該取得された画像特徴量と、第１の重みが対応づけら
れている第１の特徴量と第２の重みが対応づけられている第２の特徴量とを比較し、該比
較結果に基づいて前記画像データのシーンを判定する判定手段と、
　前記判定手段によって判定されたシーンと前記第１の重みとに基づき、前記画像データ
の明るさを補正する補正手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記画像特徴量は明度成分と色差成分であり、前記判定手段は、少なくとも明度成分と
色差成分とを含む特徴量空間において、前記画像データのシーンを判定することを特徴と
する請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記画像特徴量は明度成分と色差成分であり、前記判定手段は、少なくとも明度成分と
色差成分とを含む特徴量空間において、前記画像データの明度成分と色差成分を示す座標
と前記第１の特徴量を示す座標との距離を算出し、前記画像データの明度成分と色差成分
を示す座標と前記第２の特徴量を示す座標との距離を算出し、前記算出した距離のうち、
前記画像データの明度成分と色差成分を示す座標から最も距離が短い座標が示す特徴量に
対応づけられているシーンを、前記画像データのシーンとして判定することを特徴とする
請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記第１の特徴量が、前記画像データの明度成分と色差成分を示す座標から最も距離が
短い座標が示す特徴量であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画
像処理装置。
【請求項５】
　前記補正手段は、さらに、前記第１の特徴量と前記第２の特徴量に基づき、前記画像デ
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ータの明るさを補正することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像処
理装置。
【請求項６】
　画像データから特徴量を取得し、当該取得された特徴量と、第１の重みが対応づけられ
ている第１の特徴量と第２の重みが対応づけられている第２の特徴量とを比較し、該比較
結果に基づいて前記画像データの区分を判定する判定手段と、
　前記判定手段によって判定された区分と前記第１の重みとに基づき、前記画像データの
明るさを補正する補正手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　前記特徴量は明度成分と色差成分であり、前記判定手段は、少なくとも明度成分と色差
成分とを含む特徴量空間において、前記画像データの区分を判定することを特徴とする請
求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記補正手段は、さらに、前記第１の特徴量と前記第２の特徴量とに基づき、前記画像
データの明るさを補正することを特徴とする請求項６又は７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　画像データから特徴量を取得し、該取得された画像特徴量と、第１の重みが対応づけら
れている第１の特徴量と第２の重みが対応づけられている第２の特徴量とを比較し、該比
較結果に基づいて前記画像データのシーンを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップによって判定されたシーンと前記第１の重みとに基づき、前記画像デ
ータの明るさを補正する補正ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
　画像データから特徴量を取得し、当該取得された特徴量と、第１の重みが対応づけられ
ている第１の特徴量と第２の重みが対応づけられている第２の特徴量とを比較し、該比較
結果に基づいて前記画像データの区分を判定する判定ステップと、
　前記判定ステップによって判定された区分と前記第１の重みとに基づき、前記画像デー
タの明るさを補正する補正ステップと、
を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１１】
　コンピュータを請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像処理装置として機能させる
ためのプログラム。
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